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授業概要  

租税政策、公債発行、社会保障、公共投資といった日本の財政問題を考えていく際の手掛かりとなるように、

日本の制度を前提として、市場経済における財政の機能とその背後にある理論的な考え方について講義する。

財政の理論的な分析を基本としつつも、内外の財政統計等の資料や実証研究の成果を参照して、可能な限り理

論と現実との関係についても考察する。 

 

 

 

授業計画  

 
第 1回 財政と財政学：財政学とはどのような学問か？ 日本経済における財政の地位は？ 

第 2回 財政の資源配分機能①：なぜ財政は市場に介入する必要があるのか？ 

第 3回 財政の資源配分機能②：資源配分面での財政の果たすべき役割とは？ 

第 4回 公共財の理論①：公共財とは何か？ なぜ政府が公共財を供給しなければならないのか？ 

第 5回 公共財の理論②：政府は公共財をどれぐらい供給すべきか？ 

第 6回 財政と所得再分配：なぜ政府は所得の再分配を行う必要があるのか？ その手段は？ 

第 7回 財政の経済安定化機能：財政政策の手段とは？ 政策の効果は何によって決まるか？ 

第 8回 租税の意義と根拠：税とは何か？ 公平な税をどのように考えるか？ 

第 9回 租税の基礎的概念①：租税の分類方法にはどのようなものがあるか？ 

第 10回 租税の基礎的概念②：課税ベースと税率構造にはどのようなものがあるか？ 

第 11回 課税の公平性：水平的公平と垂直的公平の違いとは？ 

第 12回 課税の中立性：課税の超過負担とは何か？ 超過負担を規定する要因は何か？ 

第 13回 租税の転嫁と帰着：租税の最終的な負担者はどのような要因によって決まるのか？ 

第 14回 日本の租税体系と基幹税：所得税と消費税の基本的な仕組みはどのようになっているか？ 

第 15回 日本の財政の現状と財政赤字：財政の持続可能性をどのようにして判断するか？ 

第 16回 筆記試験 
 

到達目標  

①現実の財政改革や租税政策を独自に評価するうえでの判断基準を身につける。 

②日本の財政制度全般について幅広い知識を習得する。 

③国際比較の観点から日本の財政構造の特徴を把握する。 

 

履修上の注意  

日本財政、税制の現状について自分なりの問題意識をもって受講すること。 

予習復習  

前回の講義で解説した専門用語について復習し、理解しておくこと。 

予めテキストの該当箇所を読み、自分なりの問題意識をもって講義に臨むこと。 

復習として、テキストに沿ったレポート課題を提出してもらう場合がある。 

評価方法  

原則として筆記試験の成績で評価する。 

 

テキスト  

片桐正俊編『財政学第 3版』東洋経済新報社 

 

 


